
第１部　丹
た ん ざ わ

沢を知ろう

●信
しんこう

仰の山●

　丹
たんざわ

沢の大
おおやま

山は、奈
な ら

良時代（755 年）に 良
ろうべん

弁とい

うお坊
ぼう

さんが開山したといわれています。

　また、丹
たんざわ

沢山地は鎌
かまくら

倉時代から山
やまぶし

伏や修
しゅげんしゃ

験者の

修
しゅぎょう

行の場として利用されてきました。このため、今

でも行
ぎょうじゃだけ

者岳や経
きょうがたけ

ヶ岳など、当時の山
さんがく

岳信
しんこう

仰にちなん

だ山の名前をみつけることができます。

－９．信
し ん こ う

仰の山から憩
い こ

いの山へ－

　丹沢六木

　江
え ど

戸時代、丹
たんざわ

沢は幕
ば く ふ

府の御
ごりん

林（直
ちょっかつ

轄地）になりました。木が盗
ぬす

まれないように、寺
てらやま

山・横
よ こ の

野（現
げんざい

在の秦
は だ の

野市
し

）、

煤
す す が や

ヶ谷・宮
み や が せ

ヶ瀬（現
げんざい

在の清
きよかわ

川村
むら

）の村々では御
ごりん

林の見回りが命ぜられました。

　ツガ、ケヤキ、カヤ、モミ、クリ、スギは「丹
たんざわ

沢六
ろくぼく

木」と呼
よ

ばれとくに大切にまもられました。村人が見回りの

時に札をかけた場所が今でも「札
ふだかけ

掛」という地名で残っています。
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● 江
え ど

戸を支えた木材供
きょうきゅう

給地●

　戦国時代から江
え ど

戸時代には、小
お だ わ ら

田原城
じょう

や江
え ど

戸城
じょう

築
ちくじょう

城のために丹
たんざわ

沢山地の木材が利用されま

した。江
え ど

戸 100 万人の都市生活を支えたのも 丹
たんざわ

沢の炭や薪
たきぎ

でした。木材を運ぶため丹
たんざわ

沢山

地を水
すいげん

源とする豊
ゆた

かな川が利用されました。当時、相
さがみがわ

模川には木材を組んだ筏
いかだ

や炭を積んだ

帆
ほ

かけ船が川を下っていました。
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